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雨
上
が
り 

も
う
、
今
年
に
入
り
、
半
分
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

震
災
か
ら
の
復
興
も
ま
だ
ま

だ
手
探
り
の
状
態
か
ら
、
抜
け
出

せ
て
い
な
い
と
考
え
る
の
は
私

だ
け
で
し
よ
う
か
。 

 

と
は
い
え
、
も
う
６
月
。
６
月

１
７
日
に
北
九
州
の
母
親
大
会

が
九
州
工
業
大
学
と
あ
や
め
が

丘
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

毎
年
、
要
員
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
一
般
参
加

が
で
き
そ
う
で
す
。 

日
本
母
親
大
会
に
初
め
て
参

加
し
た
時
の
感
動
は
今
で
も
お

ぼ
え
て
い
ま
す
。 

母
は
強
し
。
と
い
う
言
葉
は
良

く
聞
き
ま
す
が
、
女
性
の
パ
ワ
ー

に
圧
倒
さ
れ
っ
ば
な
し
で
し
た
。 

そ
し
て
何
年
か
す
る
と
、
男
性
陣

の
フ
ォ
ロ
ー
あ
っ
て
こ
そ
の
母

親
大
会
と
い
う
こ
と
も
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
沈
黙
は
金
、
雄
弁
は
銀
」
と

い
う
こ
と
は
言
わ
れ
ま
す
が
、
私

が
初
め
て
参
加
し
た
母
親
大
会

の
分
科
会
で
（
い
つ
の
こ
と
か
も

内
容
も
忘
れ
ま
し
た
が
）、「
沈
黙

は
罪
」
と
い
う
言
葉
を
き
い
て
、

今
の
世
の
中
、
黙
っ
て
い
る
事
は

何
も
し
な
い
の
と
同
じ
と
言
わ

れ
た
と
き
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。

い
ま
で
も
私
の
座
右
の
銘
に
し

て
い
ま
す
。 

 

北
九
州
母
親
大
会
で
た
く
さ

ん
の
皆
様
と
の
出
会
い
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 

日
本
母
親
大
会
に
も
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
（
Ｏ
） 

春
闘
、
メ
ー
デ
ー
を
総
括
し 

大
会
へ
向
け
意
思
一
致
・
第
６
１
回
評
議
員
会
開
く 

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｂ
Ｙ
Ｅ 

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ 

 

さ
よ
な
ら
原
発
！
佐
賀
集
会 

 
 

核
な
き
未
来
は
今
、
こ
こ
か
ら 

 

 

北
九
州
地
区
労
連
第
６
１

回
評
議
員
会
で
加
盟
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

組
合
の
場
所
は
戸
畑
区
新

池
一
丁
目
５
番
４
号
。
執
行

委
員
長
は
丸
茂
礼
子
さ
ん
。 

 

組
合
員
数
は
２
２
名
。
上

部
組
織
は
福
岡
県
医
労
連
・

福
岡
県
民
医
労
で
す
。 

 

丸
茂
委
員
長
は
承
認
に
応

え
福
祉
職
場
で
の
労
働
条
件

の
改
善
を
は
じ
め
、
地
域
の

労
働
者
と
団
結
し
が
ん
ば
る

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 

上
の
写
真
は
挨
拶
を
す
る

丸
茂
委
員
長
。 

 

春
闘
で
は
新
春
宣
伝

行
動
、
春
闘
学
習
会
、

一
日
総
行
動
な
ど
に

と
り
く
み
、
メ
ー
デ
ー

で
は
１
０
０
０
人
余
、

カ
ン
パ
は
１
２
万
円

を
超
え
ま
し
た
。 

「
原
発
な
く
せ
」
で
は

３
・
１
１
北
九
州
集
会

の
成
功
、
５
・
２
７
佐

賀
集
会
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 

発
言
は
市
職
労
三
崎

さ
ん
よ
り
平
和
問
題
、

国
公
の
寺
崎
さ
ん
よ

り
公
務
員
攻
撃
に
対

す
る
闘
い
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ

か
ら
道
下
さ
ん
が
裁

判
闘
争
中
の
イ
ワ
キ

工
業
な
ど
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。 

（
写
真
下
左
か
ら
三

崎
、
寺
崎
、
道
下
の
三

氏
） 

地
区
労
連
第
６
１

回
評
議
員
会
は
６
月

５
日
、
戸
畑
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
評
議
員

２
５
名
が
出
席
し
開

か
れ
ま
し
た
。 

 

北
九
州
母
親
大
会
実

行
委
員
会
か
ら
来
賓

挨
拶
、
堀
田
事
務
局
長

よ
り
、
春
闘
、
原
発
な

く
せ
集
会
、
メ
ー
デ
ー

な
ど
の
総
括
、
小
田
事

務
局
次
長
よ
り
会
計

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

 

５
月
２
７
日
、
佐
賀
市
ど
ん
ど
ん
ど
ん

ひ
ろ
ば
で
さ
よ
な
ら
原
発
！
佐
賀
集
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

九
州
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
１
０
０
０

人
を
超
え
、
佐
賀
で
は
最
近
に
な
い
大
き

な
集
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

九
電
本
店
前
に
座
り
込
み
を
し
て
い

る
青
柳
さ
ん
の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、

「
マ
マ
は
原
発
い
り
ま
せ
ん
」
の
代
表
、

原
発
被
爆
労
働
者
、
九
電
原
発
立
地
か
ら

の
発
言
、
佐
賀
県
小
城
市
長
他
首
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
ま
し
た
。 

原
発
な
く
そ
う
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
、
デ
モ
に
移
り
佐
賀
県
庁
前
で
県
庁
を

取
り
巻
き
シ
ュ
ッ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行

い
散
会
し
ま
し
た
。 

  

ラ
イ
フ
北
九
州
労
働
組
合 

 

地
区
労
連
に
正
式
加
盟 

http://www.geocities.jp/k_roren/
mailto:k_roren@ybb.ne.jp
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連載企画（２回目）  西村文男 地区労連幹事 筆 

ＦＳＧＴ・ビビチタ参加、交流活動報告 

許さないぞ！ 「憲法とＩＬＯ条約違反」 

の不当な公務員賃下げ 
 
 2012年 2月 29日、国会は「国家公務員の給与の改定及び臨

時特例に関する法律」（以下、「給与臨時特例法」）を衆参あわ

せてわずか 5 時間足らずの審議で成立を強行しました。これ

は、全ての労働者に保障された労働基本権を剥奪し、国家公

務員の代償措置とされてきた人事院勧告を大幅に超える賃下

げを政府が使用者責任を放棄して、民・自・公三党合意にの

み基づく議員立法で行うという憲法を二重三重に蹂躙する過

去に前例を見ない不当な行為です。 

私たち国公労連は、全国 241 名の組合員とともに２０１２

年５月２５日、東京地方裁判所に対し、４月から施行が強行

『広島から長崎までの 500キロを、核兵器廃絶と平和を住

民に訴えながら 3日間で走り継いでいます。 

 1945年 8月 6日に広島に原子爆弾が落とされました。そし

て、8 月 9 日に長崎へ原子爆弾が落とされ町は一瞬にして廃

墟と化し、20万余の人々が命を奪われました。 

 実は、8 月 9 日に長崎に落とされた原子爆弾は北九州市の

小倉に落とす予定でした。しかし、前日に北九州市の八幡に

落とした爆弾の煙で曇って見えず、長崎に落とされました。 

そしてまたもや、1954 年 3月 1日に太平洋上で日本のマグ

ロ漁船「第五福竜丸」の乗組員がアメリカの水爆実験で被爆

しました。 

そこで、これ以上原爆は許さないと広島・長崎で原水爆禁

止世界大会が開催されるようになりました。29年前に福岡市

役所の職員が、その原水爆禁止世界大会に福岡から長崎まで

走って参加したのが始まりです。 

 第3回目の時に、北九州市役所職員労働組合の書記長が「長

崎は北九州の身代わりになったので、北九州から走ろう。」

と言い出しました。その話を聞いた広島市職員労働組合の委

員長が「いっそのこと、広島から長崎まで走ったら。」と言

い出しました。 

 こうして、第 4回から広島・長崎を走るようになりました。 
 

  （次号に続く） 

こ
れ
ま
で
福
岡
県
労
連
・
自
治
労
連

が
取
り
組
ん
で
い
る
「
い
か
そ
う
憲

法
・
地
方
自
治
！ 

憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

に
北
九
州
地
区
労
連
か
ら
も
参
加
し

て
、
芦
屋
・
水
巻
・
遠
賀
・
岡
垣
４
町(

６

月
１
日
訪
問)

と
懇
談
し
ま
し
た
。 

懇
談
内
容
は
、
①
原
発
問
題
と
災
害

対
策
、
②
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
間

結
果
報
告
、
③
地
域
主
権
改
革
、
④
公

契
約
条
例
、
⑤
最
低
生
計
費
調
査
報
告

な
ど
の
テ
ー
マ
で
行
な
い
ま
し
た
。 

懇
談
の
中
で
地
域
主
権
改
革
に
つ
い

て
は
、
４
自
治
体
の
共
通
の
意
見
要
望

と
し
て
、「
国
に
集
中
し
て
い
る
権
限
と

財
源
を
移
譲
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
人
材
・
人
の
確
保
・
補
充
も
絶
対

必
要
」
、
「
役
所
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
。
人

の
力
が
、
地
方
行
政
力
を
回
復
し
て
い

く
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
。」
と
い
っ
た

声
が
集
中
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

防
災
計
画
書
の
見
直
し
で
は
、「
県
の

計
画
に
準
じ
て
作
成
を
進
め
る
」
、
「
水

害
、
地
震
発
生
時
の
避
難
場
所
、
避
難

ル
ー
ト
の
全
体
計
画
作
成
に
着
手
を
す

す
め
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

今
後
の
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
の
取

り
組
み
と
し
て
、
自
治
体
に
対
し
て
憲

法
擁
護
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
、
地

方
自
治
に
お
い
て
憲
法
９
条
の
精
神
を

生
か
し
た
平
和
行
政
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
に
要
請
・
懇
談
を
し
て
い
き

ま
す
。 

 

された「給与臨時特例法」による給与カット分の返還と慰

謝料の支払いを国に求める「公務員賃下げ違憲訴訟」を提

訴しました。国の財政赤字は、国家公務員の人件費が原因

ではありません。２００２年からの１０年間に、自衛官を

除く国家公務員は約８０万人から３０万人まで減少してい

ますが、国債の残高は約５２５兆円から７２６兆円まで急

増しています。 

このことは、単に公務員だけの問題ではなく、民間への

波及阻止の観点からも民間企業組合の皆様方に是非ご理解

とご支援をお願いしたいと思います。 

（北九州地区国公 徳丸） 
 
 ※ 給与勧告には公務員の労働基本権制約の代償措置と

しての側面があるとする理解が一般的である。 
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